
昨
平
成
八
年
、
大
和
町
島

（野
口
）

大
間
見

（友
久
）
に
お
い
て
中
国
古
銭

が

一
万
六
千
余
枚
出
土
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
本
年
三
月
出
版
の
大
和
町
郷

土
史
研
究
会
会
誌

「史
苑
や
ま
と
」
第

二
号
に
、
畑
中
会
長
お
よ
び
武
藤
委
員

が
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
、
昭
和
四
三
年
五
月
万
場

（野
尻
）

に
お
い
て
出
土
し
た
古
銭

（三
千
枚
ほ

ど
出
土
し
た
が
五
百
枚
ほ
ど
散
逸
し
、

二
千
五
百
枚
を
大
和
町
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
）
及
び
昭
和
五
五
年
か
ら

五
八
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査
さ
れ
た
東

氏
館
跡
か
ら
出
土
し
た
中
国
古
銭
と
共

に
大
和
町
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、

大
切
に
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

全
国
各
地
で
は
、
同
様
の
埋
蔵
銭
が

相
当
数
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
岐
阜
県
内
に
お
い
て
は
こ
う
し
た

中
国
古
銭
の
大
量
出
土
は
、
ま
だ
他
に

そ
の
類
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
埋
蔵
さ
れ
て
か
ら
長
い

時
間
と
歴
史
の
変
遷
の
中
に
お
い
て
の

偶
然
の
で
き
ご
と
な
が
ら
、
大
和
町
内

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
大
量
の
中
国
古

銭
が
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
こ
と

に
不
思
議
な
こ
と
で
あ
り
、歴
史
の
「な

ぞ
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
当
町
出
土
銭
の
解
明
調
査
に
つ
い

て
、
昨
年
七
月
野
口
出
土
の
も
の
の
報

告
を
受
け
た
の
で
、
早
速
町
史
編
集
委

員
の
諸
氏
と
共
に
出
土
現
地
へ
赴
き
出

土
銭
を
預
か
り
、
容
器
の
発
掘
調
査
に

当
た
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
容
器
は
底

部
し
か
回
収
出
来
な
か
っ
た
。
県
文
化

課
か
ら
派
遣
さ
れ
た
小
野
木
学
芸
主
事

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
兵
庫
県
埋
蔵
調

査
会
発
刊

『
日
本
出
土
銭
総
覧
』

一
九

九
六
年
版
を
と
り
よ
せ
、
こ
の
図
書
の

）

助
け
に
よ
っ
て
町
史
編
集
委
員
九
名
の

総
力
と
郷
土
史
研
究
会
委
員
有
志
の
協

力
を
得
て
解
明
整
理
に
当
た
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
野
口
出
土
銭
の
整
理
が
終
わ

る
こ
ろ
大
間
見
友
久
に
お
い
て
も
出
土

し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
も
同
様
解

明
整
理
し
、
さ
ら
に
、
さ
き
に
出
土
じ

た
万
場
野
尻
の
も
の
も
整
理
す
る
こ
と

と
な
り
結
局
大
和
町
内
出
土
古
銭
の
全

部
を
整
理
す
る
た
め
平
成
八
年
七
月
末

か
ら
同
九
年

一
月
ま
で
約
半
年
間
か
か

っ
た
。
そ
の
結
果
大
和
町
出
土
の
中
国

古
銭
は
、
万
場
出
土
の
も
の
は
唐
時
代

の
開
元
通
宝
か
ら
元
時
代
の
至
大
通
宝

（
一
三

一
〇
）
ま
で
四
四
種
二
四
六
五

枚
余
で
あ
り
、
大
間
見
出
土
銭
は
開
元

通
宝
か
ら
明
時
代
の
宝
徳
通
宝

（
一
四

三
三
）
と
朝
鮮
通
宝

（
一
四
二
三
）
琉

球
銭
世
高
通
宝

（
一
四
六

一
）
ま
で
五

六
種

一
〇
七
〇
八
枚
余
、
島
出
土
は
大

間
見
出
土
銭
と
同
じ
く
五
六
種
五
四
四

〇
枚
余
、
東
氏
館
跡
出
土
は
開
元
通
宝

か
ら
政
和
通
宝

（
一
一
一
一
）

一
二
種

一
八
枚
余

（種
類
の
判
明
せ
ぬ
か
け
ら

は
余
り
と
表
現
す
）
総
計
五
六
種

一
八

六
三

一
枚
余
と
な
る
。

古
銭
出
土
土
地
の
所
有
者
に
つ
い
て

考
察
す
る
に
、
島

（野
口
）
地
区
の
土

地
所
有
者
遠
藤
巌
氏
は
、
中
世
に
お
い

て
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
東
氏
に
仕
え

た
と
い
う
家
系
で
あ
り
、
同
家
の
旧
家

敷
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
所
か

ら
東
氏
危
急
の
際

（応
仁
二
年
）
用
金

を
埋
蔵
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

大
間
見

（友
久
）
地
区
の
土
地
所
有

者
清
水
氏
の
先
祖
に
は

「友
久
」
を
名

乗
り
こ
の
地
区
の
名
主
的
存
在
の
家
で

あ
っ
た
と
い
い
、
こ
の
友
久
家
の
北
方

に
あ
っ
た
諏
訪
神
社
の
祢
宜
を
勤
め
た

こ
と
が
江
戸
時
代
の
記
録
に
あ
り
、
埋

蔵
さ
れ
て
い
た
所
は
往
時
の
友
久
家
の

前
庭
の

一
部
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

Ｚり
。ま

た
、
こ
の
地
は
往
時
、
現
在
の
自

鳥
町
那
留
を
経
て
白
山
長
滝
へ
、
更
に

越
前
へ
通
ず
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
地
に
中
世
の
関
所
が
あ

っ

た
こ
と
も
考
え
れ
る
。
な
お
、
こ
の
地

の
近
く
に
あ
る
清
浄
寺
の
開
祖
松
井
新

左
衛
門
実
本
は
東
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た

と
伝
え
、
こ
の
地
と
東
氏
と
の
つ
な
が

り
も
推
測
で
き
、
や
は
り
東
氏
危
急
の

際
に
埋
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
右
二
か
所
の
出
土
銭
の
内
容

が
全
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
き
、
こ
の
埋
蔵
銭
の
「な
ぞ
」

が
説
け
な
い
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
埋
蔵
銭
は
ま
だ
他
に
相
当

に
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

大
和
町
に
お
い
て
出
土
し
た

中
国
古
銭
が
語
る
も
の

〈
ム
　
長
　
土

松
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中
国
の
洛
陽
・竜
門
石
窟
と

古
寺
巡
拝

畑

中

浄

園

大
垣
市
の

「仏
像
を
拝
む
会
」
の
会

長
臼
井
千
吉
氏
か
ら
お
誘
い
を
う
け
て

去
る
三
月

一
二
日
か
ら

一
八
日
に
か
け

て
中
国
を
再
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。

今
回
は
洛
陽
が
ス
ケ
ジ
ュ
ト
ル
の
中
に

ふ
く
ま
れ
て
い
た
の
で
特
に
旅
心
を
そ

そ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

上
海
か
ら
鄭
州
へ
の
フ
ラ
イ
ト
は
悪

天
候
の
た
め
漢
ロ
ヘ
不
時
着
、
天
候
回

復
を
待

っ
て
よ
う
や
く
鄭
州
の
飛
行
場

に
着
陸
し
て
安
堵
す
る
。
鄭
州
か
ら
さ

ら
に
バ
ス
で
二
時
間
余
り
、
洛
陽
の
牡

丹
大
酒
店

（大
酒
店
は
ホ
テ
ル
の
意
）

に
入
っ
た
時
は
夜
も
ふ
け
て
い
た
。

一
夜
明
け
て

一
四
日
、
窓
外
に
展
望

す
る
町
、
洛
陽
の
朝
で
あ
る
。
多
年
憧

憬
し
て
い
た
洛
陽
、
今
こ
こ
に
身
を
お

い
て
い
る
感
慨
は

一
入
で
あ
る
。

古
都
洛
陽
　
洛
陽
は
西
安

（明
の
時

代
か
ら
長
安
を
西
安
と
称
す
）
と
共
に

中
国
の
二
大
古
都
で
あ
る
。
洛
陽
が
始

め
て
中
国
の
都
と
な
っ
た
の
は
紀
元
前

七
七
〇
年
、
周
が
北
方
民
族
の
侵
入
に

よ
っ
て
鏑
京

（長
安
）
か
ら
都
を
洛
邑

（洛
陽
）
に
う
つ
し
た
時
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
か
ら
周
を
東
周
と
い
い
、
い
わ

ゆ
る
春
秋
戦
国
時
代
（約
五
五
〇
年
間
）

で
あ
る
。
孔
子

（輛
嘔
伍
九一
）
孟
子

（

輛
三
就
た

，
）
老
子

（動
棚
世
紀
）
を

は
じ
め
と
し
て
九
流
百
家
と
い
わ
れ
る

思
想
家
が
活
躍
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

紀
元
後
に
な
る
と
、
東
漢

（後
漢
）
お

よ
そ
二
〇
〇
年
間
を
は
じ
め
と
し
て
、

三
国
時
代
の
魏

・
西
晋

・
五
胡

・
北
魏

に
至
る
間
、
お
よ
そ
千
余
年
の
長
期
に

亘
る
国
都
で
あ

っ
た
。

日
本
の
古
都
京
都
が
延
暦

一
三
年

（

七
九
四
）
平
安
京
と
な

っ
て
以
来
、
明

治
元
年

（
一
八
六
八
）
東
京
遷
都
ま
で

一
〇
七
四
年
間
国
都
で
あ

っ
た
こ
と
と

）

頗
る
類
似
し
て
い
る
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
、
京
都
を
洛
陽
に
た
と
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
親
鸞
聖
人
の

『教
行
信
証
』

後
序
に

「洛
都
の
儒
林
、
行
に
迷
う
て

云
々
Ｌ
建
暦
辛
の
来
の
歳
貧

一
二

一
）

勅
免
を
蒙
り
て
入
洛
し
て
巳
後
、
空

（

源
空
）
洛
陽
の
東
山
の
麓
、
島
部
野
の

北
の
辺
大
谷
に
居
た
ま
い
き
」
と
あ
る
。

ま
た

『平
家
物
語
』
の
巻
七

「主
上
都

落
」
の
項
に
も

「上
洛
」
の
語
が
あ
る

の
で
鎌
倉
時
代
の
前
半
ご
ろ
に
は
す
で

に
京
都
は
洛
陽
の
異
名
を
を
も
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

洛
陽
は
古
く
か
ら
日
本
と
の
関
係
が

見
ら
れ
る
。
中
国
の
史
書

「後
漢
書
』

巻

一
一
五
の

「東
夷
伝
」
に

「建
武
二

年

（西
紀
二
年
）
倭
奴
国
奉
貢
朝
賀
、

（中
略
）
光
武

（初
代
光
武
帝
）
賜
以

印
綬
」
と
あ
り
、
続
い
て
同
書
に

「安

帝
永
初
元
年

（
一
〇
七
）
倭
国
王
帥
升

等
、
献
生
回

（奴
隷
）
百
六
十
人
」
と

あ
っ
て
、
日
本
の
弥
生
期
に
す
で
に
洛

陽
を
訪
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
邪
馬
台
国

の
女
王
卑
弥
呼
が
二
三
九
年
魏
に
使
い

を
遺
わ
し
、
「親
魏
倭
王
」
の
称
号
を

う
け
た
こ
と
を

『魏
志
倭
人
伝
』
に
の

せ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

洛
陽
の
初
日
の
朝
は
こ
う
し
た
歴
史

を
懐
古
す
る
に
充
分
な
景
観
で
あ
っ
た
。

竜
門
石
窟
　
午
前
八
時
ホ
テ
ル
を
出

た
バ
ス
は
今
日
の
目
的
地
竜
門
に
向
か

っ
た
。
車
窓
に
展
開
す
る
洛
陽
の
街
は

静
か
で
車
の
往
来
も
少
な
く
、
高
層
ビ

ル
も
見
え
な
い
。
街
路
樹
は
高
く
、
ま

だ
芽
を
ふ
か
な
い
ス
ズ
カ
ケ
の
並
木
が

続
く
。
古
都
の
匂
い
が
車
内
に
通
っ
て

く
る
よ
う
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
〇
分
ほ

ど
で
車
窓
に
伊
水
の
流
れ

（黄
河
の
支

流
）
が
見
え
て
き
た
。
竜
門
近
し
、
車

内
に
緊
張
が
は
じ
る
。
伊
水
の
幅
は
お

よ
そ

一
〇
〇
ｍ
余
も
あ
ろ
う
か
、
想
像

し
て
い
た
よ
り
大
河
で
あ
る
。

こ
の
河
を
挟
ん
で
標
高
三
〇
〇
ｍ
余

の
香
山

（東
岸
）
と
竜
門
山

（西
岸
）

が
並
び
立
ち
、
そ
の
山
裾
の
両
岸
に
石

窟
が
相
向
か
っ
て
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
石
窟
は
、
大
同
の
雲
商
石
窟
、
敦
連

の
莫
高
窟
之
と
も
に
中
国
の
三
大
石
窟

と
い
わ
れ
て
い
る
。

何
故
に
こ
の
竜
門
の
石
窟
が
彫
ら
れ

た
の
か
、
そ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
考

え
る
に
、
北
魏
王
朝
が
五
胡

一
六
国
を

統

一
し
長
城
近
く
の
大
同
に
都
し
た
。

第
二
代
の
大
武
帝
は
道
教
を
信
奉
し
、

道
士
寇
嫌
之
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
仏
教

を
弾
圧
し
、
廃
仏
毀
釈
を
行
っ
た
。
華

北
の
僧
尼
は
還
俗
さ
せ
、
寺
院

・
仏
像

を
悉
く
破
壊
し
た

（四
四
六
）
い
わ
ゆ

る
三
武

一
宗
の
廃
仏
の
最
初
の
廃
仏
で

あ
っ
た
。
こ
の
大
武
帝
が
没
し
て
、
孫

）

の
文
成
帝
が
即
位

（四
五
二
）
す
る
と

祖
父
の
減
罪
の
た
め
に
、
大
同
の
西
雲

商
武
周
川
の
岸
壁
に
石
窟
を
造
営
し
た
。

そ
れ
は
東
西
約

一
ｋｍ
に
わ
た
っ
て
二
〇

数
窟
が
並
び
、
そ
の
彫
像
は
西
方
直
模

式
と
い
わ
れ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
様
式
や
グ

プ
タ
様
式
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
素
朴
で
顔
は
長
く
左
右
均
斉
し
て
お

り
、
日
本
の
飛
鳥
仏
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

こ
の
石
窟
事
業
は
次
の
献
文
帝

・
孝

文
帝
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
。
孝
文

帝
は
北
魏
の
文
化
の
発
展
に
つ
と
め
、

さ
ら
に
漢
文
化
に
あ
こ
が
れ
て
、
都
を

大
同
か
ら
黄
河
の
支
流
洛
水
の
ほ
と
り

の
洛
陽
に
遷
都
し
た

（四
九
三
）

帝
は
洛
陽
の
東
南
伊
水
の
ほ
と
り
で

石
窟
事
業
を
継
続
し
た
。
こ
れ
が
竜
門

の
石
窟
で
あ
る
。
そ
の
後
も
北
朝
か
ら

隋

一
唐

・
北
宋
へ
と
数
百
年
も
の
長
期

に
亘
っ
て
掘
削
事
業
が
続
い
た
。
石
窟

は

一
三
五
二
カ
所
、
仏
像
は
九
万
七
千

余
体
、
全
長

一
ｋｍ
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

午
前
中
は
東
岸
の
石
窟
を
礼
拝
し
、

午
後
は
西
岸
の
石
窟
を
巡
拝
し
た
。
中

で
も
感
慨
の
深
か
っ
た
の
は
西
岸
の
漬

陽
洞
と
古
陽
洞
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
窟

は
、
北
魏
が
洛
陽
遷
都
後
間
も
な
く
着

工
さ
れ
た
も
の
で
、
「銘
文
に
は
大
和
十

九
年

（四
九
五
）
景
明
三
年

（五
〇
二
）
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正
始
元
年

（五
〇
四
）
と
あ
る
」
と
案

内
し
て
下
さ
っ
た
竜
門
石
窟
研
究
所
副

所
長
の
李
文
生
先
生
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
漬
陽
洞
の
主
仏
釈
迦
坐
像

（高
六
、

四
五

ｍ
）
は
面
長
で
頬
は
角
張
り
古
拙

の
微
笑
を
た
た
え
た
口
も
と
な
ど
遷
都

以
前
の
雲
商
石
窟
仏
と
そ
の
形
態
は
全

く
同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
雲
商
で
彫
刻

し
て
い
た
二
人
達
が
そ
っ
く
り
洛
陽
ヘ

移
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古

陽
洞
の
仏
像
も
、
大
小
い
く
つ
か
の
仏

命
に
素
朴
な
諸
仏
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

漬
陽
洞
と
古
陽
洞
の
ほ
ぼ
中
間
に
、

奉
先
寺
洞
が
あ
る
。
こ
の
洞
は
西
岸
石

窟
群
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
規
模
は
最

）

も
大
き
い
。
唐
朝
の
第
三
代
高
宗
の
勅

願
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
と
い
う
。
中

央
に
高
さ
二
〇
ｍ
の
慮
舎
那
仏
が
座
し

そ
の
左
右
に
二
比
丘

（
一
二

ｍ
）
一
韮
ロ

薩

（
一
七

ｍ
）
が
立
ち
そ
の
横
に
二
神

将
と
二
カ
士
が
立
っ
て
い
る
。
仏
顔
は

円
形
豊
満
、
写
実
的
で
北
魏
仏
の
面
影

は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
万
仏
洞
に
は
阿
弥
陀
仏
座

像

（約
六

ｍ
）
を
中
心
に
両
壁
に
ぎ

っ

し
り
諸
仏
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

巡
拝
し
て
い
る
と
、
中
に
は
首
が
欠

け
て
い
る
像
、
鼻
の
部
分
が
剥
落
し
た

像
が
あ
る
。
長
い
年
月
の
間
に
損
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
膨
大
な
石
窟

を
保
護
管
理
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
思

う
。
中
に
は
盗
難
に
あ
つ
た
像
も
あ
る

と
い
う
。
し
か
も
中
国
が
近
代
化
す
る

に
つ
れ
て
、
大
気
汚
染
が
甚
だ
し
く
、

今
後
の
保
護
手
段
の
重
要
さ
を
痛
感
す

２つ
。急

な
石
段
の
上
り
下
り
で
足
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
い
。
し
ば
ら
く
腰
を
下

ろ
し
て
眺
望
す
れ
ば
、
伊
水
の
両
岸
に

は
枝
垂
れ
柳
の
並
木
が
芽
を
ふ
い
て
、

う
す
緑
の
枝
を
た
れ
て
い
る
。
そ
の
下

の
歩
道
を
中
国
の
兵
士
が
数
人
、
武
具

も
持
た
ず
に
散
歩
し
て
い
る
。
そ
の
姿

は
き
わ
め
て
平
和
的
で
あ
る
。

朝
か
ら
夕
刻
ま
で
竜
門
石
窟
の
巡
拝

で
疲
れ
た
身
体
を
ホ
テ
ル
牡
丹
で
い
や

し
洛
陽
の
第
二
夜
を
す
ご
し
た
。

白
馬
寺
　
明
け
て
一
五
日
、
元
気
を

回
復
し
た

一
行
は
洛
陽
市
街
の
東
、
白

馬
寺
に
む
か
っ
た
。
中
国
で
始
め
て
出

来
た
寺
院
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
段
の

屋
根
で
中
央
高
く
白
馬
寺
の
額
を
か
か

げ
た
煉
瓦
造
り
の
ド
ー
ム
型
の
山
門
を

く
ぐ
る
と
、
天
王
殿
の
前
に
銅
板
の
寺

標
が
あ
り
、
馬
が
左
右
か
ら
向
き
合
い
、

前
足
の
一
本
を
高
く
あ
げ
て
、
そ
の
中

間
に
、
自
馬
寺
と
縦
に
彫
ら
れ
、
そ
の

上
部
に
は
紫
に
色
ど
ら
れ
た
横
額
に
南

無
阿
弥
陀
仏
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
天
王

殿

・
大
仏
殿

・
大
雄
殿
が
並
び
、
何
れ

）

も
朱
ぬ
り
の
豪
華
な
建
造
物
で
あ
る
。

仏
教
が
始
め
て
中
国
に
伝
来
し
た
時

期
に
つ
い
て
は
、
古
来
諸
説
が
あ

っ
て

現
在
で
も
定
説
は
な
い
。
た
だ

一
般
的

に
い
わ
れ
て
い
る
の
は
後
漢

（東
漢
）

の
明
帝
の
永
平

一
〇
年

（紀
元
六
七
）

に
迦
葉
摩
騰

・
竺
法
蘭
の
二
人
の
僧
が

自
馬
に
経
典
を
積
ん
で
洛
陽
に
来
た
。

帝
は
喜
ん
で
洛
陽
門
外
に
自
馬
寺
を
建

立
し
て
こ
こ
で

「
四
十
二
章
経
」
を
訳

出
さ
せ
た
と
い
う
。

広
い
境
内
に
は
李
の
花
が
咲
き
こ
ぼ

れ
、
洛
陽
に
春
が
き
た
こ
と
を
告
げ
て

い
る
。
こ
の
花
を
見
て
い
る
と
、
唐
の

詩
人
劉
鄭
芝

（赫
樋
九一
コ
ろ
）
の
詩
が

う
か
ん
で
く
る
。

洛
陽
城
東
　
桃
李
の
花
　
飛
ひ
来
り

飛
び
去
っ
て
　
誰
が
家
に
か
落
つ

洛
陽
の
女
児
顔
色
を
惜
み
　
行
く
ゆ

く
落
花
に
お
う
て
　
長
く
歎
息
す

今
年
花
落
ち
て
　
顔
色
改
ま
り
　
明

年
花
開
く
も
　
ま
た
誰
か
あ
ら
ん

已
に
見
る
松
柏
の
く
だ
け
て
薪
と
な

り
　
更
に
聞
く
桑
田
変
じ
て
海
と
な

る
を
　
故
人
ま
た
洛
城
の
東
に
な
く

今
人
ま
た
対
す
　
落
下
の
風
　
年
々

歳
々
　
一化
相
似
た
り
　
歳
々
年
々

人
同
じ
か
ら
ず

（下
略
）

千
三
百
年
も
前
、
初
唐
の
こ
ろ
の
洛
陽

の
姿
、
そ
れ
は
政
治
の
中
心
が
長
安

（

西
安
）
に
移
り
、
静
け
さ
を
と
り
も
ど

し
た
が
爛
熟
し
た
文
化
都
市
の
悲
哀
が

つ
た
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

恐
ら
く
再
び
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
洛

陽
に
名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
、
午
前

一

一
時
半
、
気
車
は
洛
陽
を
は
な
れ
て
西

へ
と
進
む
。

中
国
の
田
舎
の
風
景
を
車
窓
に
眺
め

つ
つ
お
よ
そ
六
時
間
余
、
黄
土
台
を
通

過
し
て
西
安
に
着
き
、
夕
刻
、
ホ
テ
ル

唐
華
賓
館
に
入
る
。

一
六
日
は
前
回
の
中
国
訪
間
の
時
に

見
学
し
た
碑
林

・
大
雁
塔

・
険
西
博
物

館

・
兵
馬
備
を
巡
る
。

一
七
日
、
前
回
果
た
し
得
な
か
っ
た

待
望
の
終
南
山
山
麓
の
寺
院
を
巡
拝
す

Ｚ一
。草

堂
寺
　
一
七
日
朝
、
西
安
市
街
を

離
れ
た
バ
ス
は
田
舎
道
を
南
に
向
か
つ

て
走
る
。
お
よ
そ
二
〇
ｋｍ
の
道
を
約
三

〇
分
で
草
堂
寺
に
到
着
し
た
。
中
国
仏

教
史
上
、
三
大
訳
経
僧

（法
顕

・
玄
非

と
共
に
）
の
一
人
で
あ
る
鳩
摩
羅
什
の

遺
骨
が
収
め
ら
れ
て
い
る
寺
で
あ
る
。

鳩
摩
羅
什

（Ｌ
幅
加
～
）
の
父
鳩
摩

炎
は
イ
ン
ド
の
宰
相
で
あ
っ
た
が
、
腐

敗
し
た
政
界
を
厭
う
て
中
国
の
西
域
地

方
に
来
て
、
天
山
山
脈
の
南

（シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
北
道
）
オ
ア
シ
ス
国
家
亀
弦

で
、
王
妹
ギ
バ
と
結
婚
し
た
。
そ
の
間

北魏様式の浜陽洞の釈迦仏
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に
生
ま
れ
た
の
が
羅
什
で
あ
る
。
従
っ

て
父
か
ら
イ
ン
ド
語
を
母
か
ら
は
中
国

語
を
教
え
ら
れ
、
経
典
の
翻
訳
に
は
頗

る
好
都
合
で
あ
っ
た
。
五
〇
歳
を
過
ぎ

た
こ
ろ
後
秦

（五
胡
十
六
国
の
中
の

一

国
）
の
王
挑
興
に
む
か
え
ら
れ
て
長
安

に
入
っ
た
。

羅
什
の
漢
訳
経
典
は
、
阿
弥
陀
経

・

維
魔
経

。
法
華
経

・
磐
若
経
な
ど
四
百

巻
余
、
特
に
阿
弥
陀
経
は
、
浄
土
二
部

経
の

一
つ
と
し
て
、
浄
土
系
の
宗
派
で

は
常
時
読
誦
さ
れ
、
崇
め
ら
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。

境
内
の
中
心
に
舎
利
殿
が
あ
り
、
そ

の
中
に
羅
什
の
遺
骨
を
お
さ
め
た
大
理

石
製
の
塔
が
あ
る
。
高
さ
二
、
六

ｍ
で

「銚
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
舎
利
塔
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
塔
の
前
に
陣
っ
て

合
掌
す
る
。
阿
弥
陀
経
が
漢
訳
さ
れ
た

の
は
弘
始
四
年

（四
〇
二
）
で
、
今
か

ら
お
よ
そ
千
六
百
年
前
で
あ
る
。
当
時

訳
経
の
道
場
に
は
千
人
余
に
お
よ
ぶ
仏

僧
が
そ
の
翻
訳
を
聞
い
て
お
り
、
さ
な

が
ら
釈
迦
説
法
の
場
の
よ
う
で
あ
っ
た

レｃ
い
つヽ
。

舎
利
殿
を
出
て
右
に
鳩
摩
羅
什
三
蔵

記
念
堂
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
高
さ

一
ｍ

ほ
ど
の
羅
什
の
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
像
の
前
に
鳩
摩
羅
什
三
蔵
法
師
尊

者
と
書
い
た
位
牌
が
お
か
れ
、
後
ろ
の

壁
に
空
中
に
舞
い
、
楽
を
奏
し
て
い
る

美
女
が
数
人
描
か
れ
て
い
る
。
天
人
で

は
な
く
美
麗
な
中
国
服
を
着
飾
っ
た
若

い
女
性
で
あ
る
。
な
に
か
調
子
は
ず
れ

の
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、
実
は
後
奏

国
王
の
銚
興
が
、
す
ば
ら
し
い
天
才
で

あ
る
羅
什
の
子
孫
を
の
こ
し
た
い
と
、

羅
什
の
近
側
に
若
い
美
女
数
人
を
侍
ら

せ
た
と
い
う
伝
説
を
描
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

西
北
の
隅
に
、
朱
で
色
ど
ら
れ
た
六

本
の
柱
が
反
り
の
強
い
中
国
風
の
屋
根

を
支
え
て
い
る
吹
き
抜
き
の
堂
が
あ
る
。

そ
の
中
央
に
六
角
形
の
石
で
覆
わ
れ
た

井
戸
が
あ
る
。
昔
は
黄
昏
時
に
な
る
と

こ
の
井
戸
か
ら
水
蒸
気
が
霧
の
よ
う
に

あ
た
り

一
面
に
た
ち
込
め
た
と
い
う
。

仮
り
の
堂
ら
し
い
中
に
、
純
自
の
玉

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
釈
迦
涅
槃
像
が
右

脇
に
臥
し
、
お
よ
そ
四
メ
ー
ト
ル
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
だ
か
つ
て

こ
の
よ
う
な
美
麗
な
涅
槃
像
を
拝
ん
だ

こ
と
が
な
い
。
こ
の
仮
堂
の
前
面
に
、

棟
上
け
を
終
わ
っ
た
工
事
中
の
建
物
が

あ
る
。
お
よ
そ
七
間
四
面
も
あ
ろ
う
か
、

仮
堂
の
涅
槃
像
を
こ
こ
に
安
置
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
境
内
に
は
こ
の
外
、
約
二

〇
メ
ー
ト
ル
、
七
層
の
疇
塔

（煉
瓦
で

積
み
上
げ
た
塔
）
が
立
っ
て
い
る
。
終

南
山
を
背
景
に
見
る
こ
の
塔
は
、
羅
什

を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

黄
衣
を
ま
と
っ
た
年
老
い
た
寺
僧
に

別
れ
て
バ
ス
は
次
の
香
積
寺
に
向
か
う
。

麦
畑
で
あ
ろ
う
か
、
緑
の
畑
が
か
ぎ
り

な
く
続
く
。
や
が
て
前
方
に
香
積
寺
の

導
塔
が
見
え
て
き
た
。

香
積
寺
　
香
積
寺
は
唐
の
善
導
大
師

の
遺
骨
を
納
め
た
舎
利
塔
を
中
心
に
し

て
永
隆
二
年

（六
八

一
）
に
創
建
さ
れ

た
。
善
導

（け
ル
．ｔ
）
は
出
家
後
、
終

南
山

（標
高
だ
眈
に
同
）
で
仏
道
の
修

行
を
し
た
が
、
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で

き
ず
、
山
を
下
り
て
長
安
の
一
切
経
を

お
さ
め
た
経
蔵
に
入
り
、
こ
の
善
導
の

い
の
ち
を
救
う
経
典
に
遇
わ
せ
て
下
さ

い
と
心
に
念
じ
目
を
つ
む
っ
て
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
て
手
に
触
れ
た

一
部
の
経
典

を
手
に
し
て
経
蔵
か
ら
出
た
。
そ
の
経

典
が

「仏
説
観
無
量
寿
経
」
（略
し
て

観
経
と
い
う
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
善

導
は
諸
師
の
説
を
批
判
し
て
独
自
の
注

釈
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
有
名
な

「観
経

四
帖
疏
」
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
は

「正

信
掲
」
の
中
で
、
「善
導
独
明
仏
正
意
」

と
称
え
、
高
僧
和
讃
の
中
に
善
導
和
讃

が
二
六
首
あ
る
。
ま
た
親
鸞
の
師
法
然

は

「偏
依
善
導
」
と
い
っ
て
法
然
の
浄

土
教
は
ひ
と
え
に
善
導
の
著
書
に
よ
っ

た
と
い
っ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
善

導
大
師
は
日
本
の
浄
土
教
に
き
わ
め
て

）

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

千
余
年
来
の
戦
乱
や
風
雨
に
よ
っ
て
、

も
と
の
殿
堂
は
姿
を
見
せ
て
く
れ
な
い

が
、
善
導
の
遺
骨
を
納
め
た
舎
利
塔
が

唐
時
代
の
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

昭
和
五
五
年

（
一
九
八
〇
）
塔
の
修
理

が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
単
層
の
大
雄
殿

が
造
営
さ
れ
た
と
い
う
。
大
雄
殿
の
中

に
善
導
の
等
身
大
で
合
掌
姿
の
座
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
静
か
に
脆
座
合
掌

す
る
と
像
の
口
か
ら
念
仏
の
声
が
も
れ

て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

唐
の
詩
人
王
維

（咤
約

一
―
）
が
終

南
山
に
遊
ん
だ
と
き
、
こ
の
香
積
寺
に

よ
っ
て
詠
じ
た
五
言
律
詩
が
あ
る
。

終
南
山
を
目
ざ
し
て
歩
く
う
ち
に

知
ら
ぬ
間
に
香
積
寺
に
よ
っ
て
い
た

古
木
が
立
ち
並
ん
で
　
人
の
通
っ
た

道
も
な
い
　
こ
の
深
山
に
ど
こ
か
ら

か
鐘
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
　
泉
の

水
は
岩
に
当
た
っ
て
咽
び
泣
く
よ
う

で
あ
る
　
日
の
光
が
青
い
松
の
葉
を

通
っ
て
冷
や
か
で
あ
る
。
や
が
て
夕

ぐ
れ
時
と
な
っ
て
　
人
け
の
な
い
川

の
淵
で
　
一
人
の
僧
が
毒
竜
の
よ
う

な
心
の
煩
悩
を
静
め
る
よ
う
に
座

っ

て
い
る

（取
意
）

終
南
山
の
裾
野
、
森
林
の
中
に
、
創
建

間
も
な
い
こ
ろ
の
香
積
寺
の
た
た
ず
ま

い
を
想
起
さ
せ
る
詩
で
あ
る
。

白馬寺山門前にて
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興
教
寺
　
香
積
寺
を
出
て
田
舎
道
を

お
よ
そ
二
〇
分
で
興
教
寺
に
つ
く
。
唐

の
総
章
二
年

（六
六
九
）
玄
井
の
没
後

五
年
、
そ
の
遺
骨
を
収
め
た
供
養
塔
を

中
心
に
し
て
建
て
ら
れ
た
寺
で
あ
る
と

い
う
。
巨
大
な
煉
瓦
造
り
の
山
門
を
入

る
と
樹
木
の
茂
み
の
中
に
数
多
の
堂
が

点
在
し
、
朱
塗
り
の
柱
に
緑
と
紫
で
彩

ら
れ
た
三
手
先
の
肘
木
な
ど
、
た
だ
驚

嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

中
国
仏
教
史
上
希
代
の
高
僧
玄
非
の

遺
徳
を
た
た
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
で

あ
る
。
広
い
境
内
は
三
つ
の
庭
に
区
分

さ
れ
、
東
庭
に
は

一
万
巻
に
及
ぶ
宋
版

一
切
経
を
収
め
た
経
蔵
が
あ
る
。　
一
切

）

経
の
本
版
と
し
て
は
最
も
す
ぐ
れ
た
も

の
で
、
白
鳥
町
長
竜
寺
の
経
蔵
所
収
の

宋
版

一
切
経
と
兄
弟
分
に
あ
た
る
。
拝

観
す
る
時
間
が
な
く
て
中
の
庭
に
は
い

る
と
、
大
雄
宝
殿
に
釈
迦
の
座
像
が
安

置
さ
れ
、
さ
ら
に
西
庭
に
は
玄
非
と
そ

の
弟
子
二
人
の
舎
利
塔
が
立

っ
て
い
る
。

煉
瓦
造
り
の
導
塔
で
、
創
建
以
来
千
三

百
余
年
の
風
雪
に
耐
え
、
戦
乱
の
世
を

く
ぐ

っ
て
現
在
し
て
い
る
姿
に
感
無
量

で
あ
る
。

早
朝
か
ら
の
緊
張
と
感
激
の
連
続
で

疲
れ
た
身
を
バ
ス
に
委
ね
て
興
教
寺
を

あ
と
に
す
る
。
バ
ス
の
窓
か
ら
振
り
返

る
と
、
終
南
山
は
黄
昏
の
残
光
に
つ
つ

に
も
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
共
産
革
命
や

紅
衛
兵
に
も
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

無
事
保
護
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
さ
す

が
古
い
文
化
を
大
切
に
し
て
き
た
中
国

な
ら
で
は
と
感
銘
を
深
め
た
。

上
述
の
三
か
寺
で
は
他
の
観
光
客
の

姿
は
見
ら
れ
ず
、
静
か
に
巡
拝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
恐
ら
く
普
通
の
観
光
ル

ー
ト
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

特
に
今
回
、
鳩
摩
羅
什
三
蔵
の
遺
骨
を

収
め
た
草
堂
寺
に
つ
い
て
は
今
ま
で
知

ら
ず
に
い
た
。
阿
弥
陀
経
を
常
に
読
誦

し
て
い
な
が
ら
全
く
汗
顔
の
至
り
で
あ

る
。
善
導
大
師
の
遺
跡
香
積
寺
も
そ
の

名
は
聞
い
て
い
た
が
、
こ
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
古
刹
で
あ
る
こ
と
は
、
夢
想
だ

に
し
な
か

っ
た
。

ま
た
、
玄
非
三
蔵
の
遺
跡
と
し
て
は

西
安
市
内
の
大
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
終
南
山
の
麓
に

こ
の
よ
う
な
拡
大
な
寺
域
を
も
ち
、
す

ば
ら
し
い
諸
堂
が
完
備
し
た
興
教
寺
が

あ
る
こ
と
は

一
般
の
観
光
客
に
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
大
垣
の

「仏
像
を
拝
む
会
」
が

こ
う
し
た
巡
拝
を
計
画
さ
れ
た
お
陰
で
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る
。

当
会
の
会
長
臼
井
千
吉
氏
を
は
じ
め
会

員
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
、
こ
の
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

興教寺臥仏殿の三手先肘木

た れ よ く い は 拝 て わ は  で て 達 ま
姿

｀
く 異 た 想 し い ろ こ 中 あ い を れ

は 荒 整 な の 像 た る う こ 国 る る 見 て
ど 廃 備 つ と し 古

° と に の
°

よ 送
｀

こ し さ て 全 て 刹 巡 し 終 旅  う つ 私

竜門石窟 前方の川は伊水 興教寺三蔵塔門前にて
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木
蛇
寺
代
々
の
墓
に
よ
せ
て

喘
″

藤

男

東
氏
の
菩
提
寺
で
あ

っ
た
木
蛇
寺
の

境
内
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
山
麓
に
、

木
蛇
寺
代
々
之
墓
が
あ
る
。

墓
を
管
理
さ
れ
て
い
る
遠
藤
さ
ん
が

昭
和
五
五
年
夏
頃
、
墓
台
の
破
損
が
ひ

ど
か

っ
た
の
で
、
町
内
の
石
工
を
頼
ん

で
、
墓
台
を
改
築
し
た
。

山
石
で
築
か
れ
て
い
た
石
積
み
の
納

骨
穴

（深
さ

一
ｍ
、
幅
二
〇

Ｃｍ
余
り
）

が
発
見
さ
れ
た
。

今
ま
で
に
多
く
の
墓
台
を
手
掛
け
て

い
る
石
工
さ
ん
が
、
こ
ん
な
納
骨
穴
は

珍
し
い
と
写
真
を
と

っ
て
お
い
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

墓
石
に
は

「倶
会

一
処
」
「木
蛇
寺

代
々
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
建

立
し
た
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

肥
料
袋
に

一
ぱ

い
程
あ

っ
た
納
骨
か

ら
考
え
て
、
か
な
り
多
く
の
人
々
の
骨

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

倶
会

一
処
の
墓
標
、
縦
穴
の
納
骨
穴

な
ど
か
ら
、
い
つ
の
時
代
に
こ
の
墓
が

建
立
さ
れ
た
も
の
か
推
定
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

木
蛇
寺
は
、
東
氏
二
代
行
氏
が
建
立

し
、
開
山
は
臨
済
宗
の
名
僧
徳
瑣
と
い

わ
れ
て
い
る
。
京
都
五
山
の
名
僧
で
、

東
常
縁
の
叔
父
二
人
、
常
縁
の
兄
と
弟
、

常
縁
の
子
計
五
人
は
い
ず
れ
も
こ
の
木

蛇
寺
で
得
度
し
て
い
る

（大
和
町
史
上

巻
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
参
昭
じ

応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）
美
濃
国
守

護
代
斉
藤
妙
椿
が
篠
脇
城
を
攻
略
し
た

と
き
兵
火
に
か
か
っ
て
焼
失
し
、
そ
の

後
再
建
さ
れ
た
と
い
う
が
、
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
赤
谷
山
城
で
東
氏
が
減

亡
し
た
の
ち
は
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

墓
台
の
改
築
に
あ
た
っ
て
、
納
骨
穴

は
そ
の
ま
ま
に
周
囲
を
玉
石
で
築
い
た

と
の
話
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
私
が
木
蛇
寺
の
墓
に
興
味

を
も
っ
た
の
は
、
五
年
程
前
に
写
し
た

一
枚
の
写
真
か
ら
で
あ
る
。
墓
石
を
よ

く
見
る
と
倶
会

一
処
と
刻
ん
で
あ
る
の

に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
音
の
高
貴
な

方
の
お
姿
と
も
思
わ
れ
る
影
像
が
現
れ

て
い
る
の
で
す
。

明
応
三
年

（
一
四
九
四
）
篠
脇
城
で

逝
去
、
木
蛇
寺
に
葬

っ
た
と
い
わ
れ
る

常
縁
公
の
お
姿
か
も
と
思
わ
れ
て
な
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
遠
藤
さ
ん
に

こ
の
写
真
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
当
墓
の

改
築
時
の
写
真
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら

こ
の
拙
文
を
書
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

木蛇寺の納骨穴

本
年
度
、
左
の
三
件
が
町
指
定
の

重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
東
家
資
料
七
二
件

一
〇
六
点

こ
の
資
料
は
永
年
に
わ
た

っ
て

東

・
遠
藤
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
昭
和
六

二
年
東
家
の
当
主
胤
験
氏
か
ら
大
和

町
が
保
管
委
託
を
う
け
て
東
氏
記
念

館
に
保
管
し
て
い
た
の
を
平
成
六
年

十
二
月
五
日
、
胤
験
氏
か
ら
町
へ
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料

は
東

・
遠
藤
家
の
歴
史
を
知
る

一
級

資
料
で
、
大
和
町
に
と
っ
て
き
わ
め

て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

二
、
中
国
古
銭
五
四
四
〇
枚

管
理
者
　
野
　
口
　
土返
藤
巌
氏

三
、
中
国
古
銭

一
〇
七
〇
枚

管
理
者
　
大
問
見
　
清
水
孝
広

こ
の
二
者
は
、
中
世
の
東
氏
と
の

関
係
も
考
え
ら
れ
、
大
和
町
の
歴
史

を
解
明
す
る
上
か
ら
も
大
変
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

木蛇寺代々の墓
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高
野
山
の
霊
域

奥
　
の
　
院

井

俣

初

枝

幾
た
び
も
曲
が
り
く
ね

っ
た
仙
越
え

を
し
て
よ
う
ゃ
く
目
的
地

へ
着

い
た
の

が
、
海
抜
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
上

に
拡
が
る
大
規
模
な
宗
教
都
市
、
高
野

山
で
あ
る
。
郡
上
で
い
え
ば
蛭
ヶ
野
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
な
と
思

っ
た
。

こ
の
高
野
山
は
、
弘
仁
七
年

（人

一

二Ｃ
、
真
言
宗

の
開
祖
、
空
海
に
よ

っ

て
開
か
れ
た
。

高
野
山
小
史
に
よ
る
と
空
海
は
高
野

山
開
創
を
朝
廷
に
願

い
出
る
に
際
し
て
、

一
書
を
作
成
し
た
が
、
そ
こ
に
次
の
よ

う
な

一
文
が
あ
り
、
開
創
の
意
図
を
よ

く
伝
え
て
い
る
。
「私
は
少
年
の
こ
ろ
か

ら
山
歩
き
が
好
き
で
、
ぁ
る
と
き
、
吉

野
か
ら
南

へ
一
日
、
さ
ら
に
西

へ
一
日

い
つ
た
あ
た
り
に
、
高
野
と
よ
ば
れ
る

深
い
山
の
平
地
を
見
つ
け
ま
し
た
。
位

置
は
紀
伊
国
伊
都
郡
の
南
に
あ
る
よ
う

で
四
方
を
高

い
峰
に
囲
ま
れ
、
人
が
き

た
様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
閑
静

の
地
に
、
上
は
鎮
護
国
家
の
た
め
に
、

下
は
大
勢
の
修
業
道
場
を
建
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
う

一
文
が
書
い

て
あ
る
。
も
う

一
つ
に
は
、
「狩
人
伝

承
と
導
き
大
の
信
仰
」
で
あ
る
。
平
安

時
代
の
中
頃
に
書
か
れ
た

「金
剛
峰
寺

建
立
修
業
縁
起
」
に
よ
る
と
、
弘
法
大

師
は
、
今
の
奈
良
県
五
条
市
の
あ
た
り

で
、
「南
山
の
大
飼
」
と
称
す
る
猟
師

に
会
い
、
高
野
山
を
譲
り
受
け
た
と
あ

る
。
高
野
山
ば
か
り
で
は
な
く
霊
山
に

は
こ
う
い
う
伝
承
は
多
い
と
も
書
い
て

あ
る
。
深
山
で
あ
り
険
し
い
道
の
り
を

昔
の
人
々
は
、
徒
歩
で
高
野
詣
で
を
さ

れ
困
難
を
き
わ
め
た
に
ち
が
い
な
い
。

今
は
、
車
で
参
詣
で
き
る
ん
だ
か
ら
こ

ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
。

さ
て
、
私
が
神
秘
的
な
空
気
、
静
寂

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、
奥
の
院
で
あ

る
。
弘
法
大
師
空
海
の
御
廟
を
中
心
と

す
る
墓
所
の
入
口
と
な
る

一
の
橋
を
渡

つ
て
参
道
を
歩
き
始
め
る
。
背
の
高
い

老
杉
が
林
立
し
昼
な
お
暗
い
あ
の
広
大

な
墓
原
で
あ
る
。

奥
の
院
と
い
う
言
葉
は
、
ょ
く
俳
句

に
も

つ
か
っ
て
あ
る
。
高
野
山
の
俳
人

で
あ
ら
れ
る
森
白
象
と
い
う
方
は
、
高

野
山
の
固
有
名
詞
を

つ
か
っ
て
作
句
さ

れ
て
い
た
。
奥
の
院
と
い
う
言
葉
を
広

辞
苑
で
ひ
い
て
み
た
ら

「神
社
ま
た
は

寺
院
の
奥
の
方

・
最
高
所
な
ど
に
あ

っ

て
神
霊
ま
た
は
開
山
祖
師
な
ど
を
安
置

す
る
所
」
と
書
い
て
あ
る
。
奥
の
院
と

い
う
言
葉
は
知

っ
て
は
い
た
け
れ
ど
実

際
に
行

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
に

こ
の
参
道
の
墓
原
に
は
、
強
い
印
象
を

う
け
た
。

参
道
の
両
側
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
石
塔
が
群
を
な
し
て
い
る
。
歴
史

上
著
名
な
武
将
や
宗
教
家
の
墓
塔
、
墓

石
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
場
所
を
も

っ
て

建
ち
並
ん
で
い
る
。
な
か
に
は
苔
む
し

た
墓
も
あ
る
。

こ
う
し
た
奥
の
院
参
道
は
、
大
師
御

廟
に
参
る
道
で
あ
る
と
と
も
に
、
霊
域

に
眠
る
歴
史
上
の
有
名
無
名
の
人
々
を

と
む
ら
う
道
で
も
あ
る
。
た
だ
そ
の
な

か
で
奇
妙
に
う
つ
っ
た
の
は
、
事
業
に

関
す
る
会
社
の
記
念
碑
で
あ
る
。
い
ず

れ
お
と
ら
ぬ
立
派
な
碑
が
た
く
さ
ん
建

て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。

一
の
橋
か
ら
中
の
橋
ま
で
の
間
に
建

て
ら
れ
て
い
る
歴
史
上
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
人
々
は
、
平
敦
盛
、
熊
谷
真
実
、

曽
我
兄
弟
、
明
智
光
秀
、
な
ど
。

ま
た
、
中
の
橋
以
後
に
は
、
豊
臣
家
、

そ
れ
に
親
鸞
上
人
、
法
然
上
人
さ
ま
の

供
養
塔
が
あ
る
と
説
明
し
て
く
だ
さ
っ

た
け
れ
ど
な
か
な

か
た
く
さ
ん
の
人

達
の
お
墓
だ
け
に

拝
む
こ
と
も
、
見

る
こ
と
も
で
き
ず

残
念
な
思
い
を
し

た
。
も
う
少
し
ゆ

つ
た
り
と
し
た
時

間
が
あ
れ
ば
じ

っ

く
り
と
歴
史
を
ふ

り
返
り
な
が
ら
当

時
の
人
達
の
思
い

を
し
の
ば
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
の
に

と
の
思
い
を
深
く

し
た
。
十
万
と
も

二
十
万
と
も
い
ゎ

れ
る
墓
塔
、
墓
石

の
な
か
に
、
郡
上

の
殿
様
青
山
さ
ま

の
墓
所
が
あ

っ
た
。

場
所
と
し
て
は
参
道
の
す
ぐ
そ
ば
で
ひ

つ
そ
り
と
件
ん
で
お
ら
れ
た
。

奥
の
院
で
最
大
の
石
塔
が
崇
源
夫
人

五
輪
石
塔
で
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
の
二

男
、
駿
河
大
納
言
忠
長
が
母
堂

（淀
君

の
妹
）
の
追
善
供
養
の
た
め
に
建
て
た

も
の
で
あ
る
。
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
台

石
の
広
さ
八
畳
で
高
野
山

一
の
大
き
さ

か
ら

「
一
番
石
塔
」
と
ょ
ば
れ
て
い
る
。

1鼈
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霊
気
が
漂
う
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か

に
鈴
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
白
装
東

に

「
同
行
二
人
」
の
菅
笠
を
か
ぶ
っ
た

お
遍
路
さ
ん
で
あ
る
。
私
達
に
軽
く
会

釈
を
し
て
幾
団
体
も
の
お
遍
路
さ
ん
が

通
り
す
ぎ
て
い
っ
た
。

「
日
本
総
菩
提
所
」
と
し
て
の
奥
の
院

の
信
仰
を
さ
さ
え
て
い
る
の
は
、
∵
つ

ま
で
も
な
く
弘
法
大
師
空
海
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
お
び
た
だ
し
い

石
塔
群
の
ほ
と
ん
ど
は
、
鎌
倉
以
降
の

も
の
で
、
敵
味
方
、
宗
派
の
違
い
な
ど

ま

っ
た
く
関
係
な
く
立
ち
並
ん
で
い
る

と
い
う
。
こ
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
は
、

す
べ
て
人
の
手
に
よ

っ
て
こ
こ
に
運
ば

れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
当
時
の
人
達

の
執
念
み
た
い
な
も
の
を
感
ぜ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

高
野
の
春
は
、
遅
い
と
い
う
。
奥
の

院
の

一
の
橋
近
く
の
清
浄
心
院
の
庭
に

高
野
山
で
も

っ
と
も
大
き
な
山
桜
の
樹

だ
と
案
内
の
方
が
話
さ
れ
た
。
高
野
の

春
は
、
各
地
の
花
だ
よ
り
の
声
が
聞
こ

え
な
く
な
る
頃
こ
の
桜
は
咲
く
ん
だ
と

い
わ
れ
た
。

清
浄
の
雨
で
ぬ
ら
し
た
参
道
の
石
畳

を
歩
き
な
が
ら
空
海
が
修
禅
の
地
と
し

て
こ
こ
を
選
ん
だ
の
を
俗
界
か
ら
隔
絶

さ
れ
た
土
地
だ
か
ら
と
私
な
り
に
感
じ

た
こ
と
で
あ
る
。

国
国
翻
周
野
彗
著
業
影
難

４
月
　
執
行
部
会

５
月
　
執
行
部
会
、
役
員
会
、
監
査

〈
ム

会
報
　
「文
化
財
や
ま
と
」
第

２２
号
発
行

６
月
　
執
行
部
会
、
総
会
な
ら
び
に

研
修
会

（講
演
会
）

７
月
　
東
氏
館
跡
庭
園

・
桜
並
木
お

よ
び
、
阿
千
葉
城
跡
管
理
作

業
奉
仕

ク
　

執
行
部
会
、
役
員
会
　
文
化

財
収
蔵
展
示
館

（仮
称
）
設

置
促
進
委
員
会
の
結
成
と
運

動
の
展
開

８
月
　
薪
能
協
賛

９
月
　
執
行
部
会

１０
月
　
役
員
会

１１
月
　
執
行
部
会
、
日
帰
り
研
修
旅

行

・２
月
　
執
行
部
会
、
役
員
会

（懇
親

〈
ム
）

２
月
　
執
行
部
会

３
月
　
役
員
会
、
１
泊
研
修
旅
行

５
月
２０
日
　
執
行
部
会
、
役
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

５
月
３．
日
　
役
員
会
、
平
成
７
年
度

事
業
報
告
、
平
成
７
年
度
会
計

決
算
報
告
、
平
成
８
年
度
事
業

計
画
、
平
成
８
年
度
予
算
、
平

成
８
年
度
総
会
の
期
日
、
日
帰

り
研
修
旅
行
に
つ
い
て
　
２‐
名

６
月
１６
日
　
美
並
村
に
於
い
て
開
催

の
郡
上
郡
文
化
財
保
護
協
会
総

会
及
び
文
化
財
巡
り
参
加
　
７

名

６
月
２０
日
　
会
報
「文
化
財
や
ま
と
」

２．
号
発
行

６
月
２７
日
　
執
行
部
会
　
総
会
開
催

準
備
打
ち
合
わ
せ

６
月
２９
日
　
平
成
８
年
度
総
会
開
催

記
念
講
演
、
「円
空
の
宗
教
的
背

景
」
講
師
　
美
並
村
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
　
池
田
勇
次
先

生
　
３５
名

７
月
１１
日
　
執
行
部
会
　
文
化
講
演

会
準
備
打
ち
合
わ
せ

７
月
１３
日
　
本
会
お
よ
び
郷
土
史
研

究
会
共
催
の
文
化
講
演
会
開
催

演
題

「古
今
和
歌
集
」
に
つ
い

て
　
講
師
文
学
博
士
小
松
茂
美
先

生

（セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
館
長
）
８５
名

７
月
２９
日
　
執
行
部
会
、
東
氏
館
跡
等

清
掃
奉
仕
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

８
月
２
日
　
東
氏
館
跡
庭
園
お
よ
び
阿

千
葉
城
跡
の
清
掃
奉
仕
、
特
に
今

年
も
池
泉
の
浚
渫
を
入
念
に
お
こ

な
っ
た
　
３７
名

８
月
７
日
　
薪
能

「く
る
す
ざ
く
ら
」

協
賛
　
特
に
今
年
は
、
千
葉
県
東

庄
町
議
長
、
助
役
以
下
２２
名
の
郷

土
史
研
究
会
員
等
が
来
町
史
跡
巡

り
薪
能
観
賞
な
ど
の
案
内
に
対
応

し
た

１０
月
８
日
　
八
幡
町
を
会
場
と
す
る
山

内

一
豊
＆
千
代
サ
ミ
ッ
ト
参
観

Ｈ
月
１２
日
　
執
行
部
会
、
日
帰
り
研
修

計
画
、
役
員
会
開
催
に
つ
い
て

（

旅
行
社
を
招
く
）

１１
月
１５
日
　
役
員
会
、
日
帰
り
研
修
旅

行
計
画
に
つ
い
て
　
１２
名

■
月
１８
日
　
執
行
部
会
、
日
帰
り
研
修

旅
行
準
備
打
ち
合
わ
せ

■
月
２５
日
　
日
帰
り
研
修
旅
行
実
施
、

京
都
市
東
寺
及
び
桃
山
城
　
４９
名

ｎ
月
１７
日
　
執
行
部
会
　
役
員
会
の

開
催
準
備
等
打
ち
合
わ
せ

‐２
月
２４
日
　
執
行
部
会
、
岐
阜
バ
ス

旅
行
セ
ン
タ
ー
を
招
き
１
泊
２

日
旅
行
計
画

１
月
９
日
　
執
行
部
会
、
１
泊
研
修

旅
行
に
つ
き
再
度
業
者
を
招
き

コ
ー
ス
会
費
な
ど
決
定
、
文
化

財
収
蔵
展
示
館
の
建
設
促
進
に

つ
い
て

１
月
２．
日
　
１
泊
研
修
旅
行
会
員
募

集
始
め
る

２
月
２６
日
　
役
員
会
、
文
化
財
収
蔵

展
示
館

（仮
称
）
設
置
促
進
運

動
に
つ
い
て
他
　
１６
名

３
月
２４
日
　
執
行
部
会
、
１
泊
研
修

旅
行
の
準
備
等
に
つ
い
て

３
月
２８
～
２９
日
　
１
泊
研
修
旅
行
実

施
、
和
歌
山
県
高
野
山
金
剛
峰

寺

・
粉
河
寺

・
叡
福
寺
な
ど

３９
名
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研

修

旅

行

随

想河

△
口
　
　
　
お医

次

高

稿

義

一

″
南
無
金
剛

″
中
国
喜

同
野
山
参
り
報
生
暑

金
剛
＝
金
剛
界

・
金
剛
身

（仏
身
Ｔ

金
剛
拝

（し
ょ
）
等
の
略
。
ま

た
空
海
の
阿
闇
梨
名
で
、
師
の

恵
果
か
ら
長
安
青
竜
寺
で
授
け

ら
れ
た
も
の
。

）

日
輪
と
凍
て
る
雲
海
を
飛
び
に
け
り

竜
門
窟

億
万
の
仏
輝
割
れ
す

（睛
鵬．
∝
ポ皓
魔
悧
百年
）

着
膨
れ
る
兵
馬
の
儒
と
笑
ひ
合
ふ

（麺菱
け
は帖
皇
）

駆
け
登
り
彼
岸
俯
隊
す
大
雁
塔

（輌け
ば
改犠
漢
訳経
）

杏

咲
き
窯
洞
所
々
に
息
衝
け
り

（疎師
『
い
工
の
）

二
階
列
車
く
ね
り
く
ね
ら
せ
山
笑
ふ

金
剛
杖

花
の
高
野
に
寄
せ
返
す

花
に
埋
め
夕
日
が
わ
れ
を
易
に
す

花
み
や
げ
留
守
居
の
神
に
さ
さ
ぐ
べ
く

待
ち
わ
び
て
に
じ
り
寄
れ
る
は
手
猫

山
　
下
　
照

高
野
山
大
杉
木
立
橙
長
閑

花
馬
酪
木
大
師
足
跡
高
野
山

御
廟
橋
　
遍
路
の
鈴
音
法
の
風

大
師
札
か
か
げ
て
花
の
旅
お
わ
る明

　
代

高
野
山
春
日
あ
ま
ね
き
仏
た
ち

大
師
堂
出
て
次
の
寺
花
降
れ
り

春
潮
の
う
ご
く
と
も
な
き
和
歌
の
浦

花
の
雨
遠
し
と
も
せ
ず
金
剛
峰
寺

古
墓
群
抱
き
て
霊
峰
花
冷
え
す

黒
　
山石
　
き
く
ゑ

霧
ま
と
ふ
群
墓
高
野
の
奥
の
院

史
蹟
名
刹
浅
春
の
仏
た
ち

女
人
も
き
こ
し
め
す
坊
の
槃
若
湯

椿
落
ち
仏
足
石
を
輝
か
す

桑
　
田
　
和
　
子

春
愁
の
解
け
し
高
野
の
地
を
踏
み
て

宿
坊
の
僧
の
手
造
り
木
の
芽
和
え

霊
山
の
香
の
う
つ
り
か
花
衣

井
　
俣
　
初
　
枝

春
風
や
千
古
の
法
灯
ゆ
ら
ぎ
を
り

清
浄
の
花
の
雨
ふ
る
奥
の
院

宝
号
を
唱
え
お
遍
路
奥
の
院

花
の
雨
道
ひ
と
筋
や
奥
の
院

奥
の
院
陀
千
古
の
宝
灯
春
の
雨

本
年
度
の
町
文
化
財
保
護
協
会
の

一

泊
研
修
旅
行
は
、
い
つ
の
間
に
か
慣
例

と
な

っ
た
所
謂
古
寺
巡
り
が
行
わ
れ
、

本
年
は
高
野
山
行
き
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
古
寺
巡

り
が
中
心
と
な

っ
た
こ
の
旅
行
は
、
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
他
の
何
も
の
に
も

か
え
難
い
意
義
あ
る
行
事
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
旅
行
の
大
半
は
近
畿
圏
を
中

心
と
し
た
古
寺
で
あ
り
、
古
き
よ
き
仏

教
文
化
の
聖
地
で
も
あ
る
。

さ
て
、
日
本
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み

る
と
六
世
紀
半
ば
に
仏
教
が
日
本
に
伝

来
し
て
以
来
、
仏
教
は
日
本
人
の
心
の

奥
深
く
根
ざ
し
、
た
え
ず
あ
た
た
か
さ
、

親
し
さ
、
優
し
さ
、
慈
し
み
の
心
を
育

て
て
き
た
。
時
に
は
権
力
者
の
東
縛
の

中
で
、
飢
え
や
殺
り
く
や
荒
廃
の
中
で

常
に
日
本
人
ら
し
い
心
の
潤
い
を
保
ち

続
け
て
き
た
が
、
そ
の
裏
に
は
、
や
は

り
日
本
人
の
仏
教
に
帰
依
し
て
い
た
心

の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ず
に

は
お
ら
れ
な
い
。

古
寺
巡
り
を
行
い
、
み
仏
を
礼
拝
し

て
い
る
と
私
は
何
時
も
こ
の
こ
と
を
憶

い
起
こ
す
の
で
あ
る
。
合
掌
し
な
が
ら

じ

っ
と
そ
の
お
顔
を
見
つ
め
て
い
る
と

美
術
彫
刻
と
か
文
化
財
と
か
を
通
り
越

え
て
、
み
仏
た
ち
が
語
り
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
有
為
転
変
の
歴
史
の
こ
と
ど

も
が
私
の
心
の
奥
深
く
刻
み
込
ま
れ
て

い
く
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
の
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
協
会
の
こ
の
旅
行
は
今

後
と
も
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
思
う
が
、

参
加
者
は
そ
の
都
度
多
く
の
思
い
出
が

残
り
、
感
慨
が
生
ま
れ
て
く
る
。
私
達

は
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
に
咀
し
ゃ
く
し

活
用
し
て
自
分
の
生
活
を
豊
か
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

タト

中
国
三
大
石
窟
の

一
つ
竜
門
石
窟
仏
。千
六
百
～
千
二
百
年
の
間
風
雪
。
戦
禍
、等
に

晒
さ
れ
て
極
彩
色
は
落
剥
し
損
傷
甚
だ
し
。至
芸
の
本
名
像
は
唐
代
作
の
文
殊
菩
薩
。

文

書

欄
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短

歌栗
飯
原
　
明
　
子

昔
口
　
野
　
山

つ
づ
ら
折
る
道
登
り
来
て
日
に
ひ
か
る

金
剛
峯
寺
の
多
宝
塔
見
上
ぐ

空
海
の
廟
所
に
並
ぶ
五
輪
塔
か
た

へ
に

木
造
霊
屋
の
あ
り

宿
坊
の
赤
松
院
内
い
く
曲
り
う
ぐ
い
す

張
り
を
踏
み
て
通
る
も

虎
の
彫
り
左
甚
五
郎
作
と
聞
く
や
さ
し

き
顔
は
猫
に
も
見
え
し

高
野
山
続
く
道
の
り
遠
く
し
て
も
の
運

び
た
る
昔
人
想
う

土

松

新

逸

昔
同
　
野
　
山

大
日
如
来
阿
弥
陀
如
来
並
び
ま
す
み
堂

に
つ
つ
し
み
手
を
合
わ
す
な
り

国
宝
の
不
動
明
王
拝
し
つ
つ
八
百
年
の

歴
史
か
し
こ
し

老
杉
の
木
立
の
下
に
ひ

っ
そ
り
と
戦
国

武
将
の
墓
は
並
べ
る

血
を
流
し
戦
い
し
武
将
た
ち
の
墓
仲
良

く
並
ぶ
皆
苔
む
し
て

山
上
に
日
に
か
が
や
け
る
大
伽
藍
弘
法

大
師
の
み
心
し
の
ぶ

木

嶋
　
一二
　
郎

春

の
足
音

春
立
ち
て
霞
む
山
並
陽
に
光
る
野
辺
の

笹
生
の
緑
眼
に
し
む

ま
な
か
い
の
果
て
ま
だ
残
る
雪
白
く
暮

れ
ゆ
か
ん
と
す
白
山
の
峯

散
り
敷
け
る
椿
の
紅
き
花
び
ら
を
つ
め

た
く
包
み
雪
降
り
つ
も
る

春
雨
の
煙
る
が
に
降
る
庭
先
に
木
々
た

ち
並
ぶ
息
す
る
如
し

早
春
の
光
あ
ま
ね
じ
浅
雪
の
下
く
ぐ
り

ゆ
く
沢
水
の
ご
と

伸
び
初
め
緑
の
木
々
の
下
ゆ
け
ば
地
肌

の
冷
え
に
汗
ひ
き
て
ゆ
く

初
夏
の
山
ま
だ
涼
し
う
ぐ
い
す
の
声
と

お
る
な
り
林
の
中
に

木
々
の
緑
し
た
た
る
初
夏
の
山
に
立
ち

何
か
嬉
し
く
雲
を
見
て
お
り

音
立
て
て
風
吹
き
す
ぎ
る
木
々
の
下
に

座
り
て
し
ば
し
思
う
こ
と
な
し

酒
の
場
で
握
手
か
わ
し
て
名
を
告
げ
し

人
の
名
思
う
顔
洗
い
つ
つ

山
頂
に
我
が
吟
詠
の
声
さ
え
て
澄
み
し

大
気
の
中
に
と
け
ゆ
く

友

八
月
に
尋
ね
行
く
ぞ
と
便
あ
り
友
を
待

つ
日
の
長
か
り
し
こ
と

再
会
を
約
し
て
別
れ
じ
其
の
日
よ
り
君

を
忘
れ
し
日
は
な
か
り
け
り

久
し
振
り
に
友
と
語
ろ
う
夜
は
ふ
け
て

窓
辺
の
松
は
月
に
ぬ
れ
お
り

久
し
振
り
に
相
見
し
友
と
嬉
し
み
を
友

に
分
か
ち
て
酒
酌
み
か
わ
す

）

奥の院 郡上八幡
青山藩の五輪塔

高野山の多宝塔

故

森
藤
幸
さ
ん
を
偲
び
て

大
和
町
史

編
集
副
委
員

長
と
し
て
、

『大
和
町
史

』
（資
料
編

・
通
史
編
上

・
下
巻
）

の
編
集
に
、
ま
た
文
化
保
護
協
会

副
会
長
、
会
長
と
し
て
多
年
に
亘

り
ご
尽
力
さ
れ
、
当
町
の
文
化
事

業
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
下
さ
っ

て
い
た
森
藤
幸
さ
ん
が
本
年
四
月

七
日
八
十
九
歳
の
生
涯
を
と
じ
ら

れ
ま
し
た
。

森
藤
さ
ん
は
西
川
村
役
場
職
員

と
し
て
ま
た
町
村
合
併
後
は
大
和

村
教
育
長
と
し
て
多
年
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
近
年
は
町
史
編
集
委

員
と
し
て
、
ま
た
郷
土
史
研
究
会

員
と
し
て
お
元
気
な
顔
を
見
せ
て

下
さ
い
ま
し
た
二
、
三
年
前
か
ら

少
し
お
体
の
調
子
を
害
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
元
気
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
四
月
七

日
の
朝
ご
逝
去
の
報
に
接
し
悲
し

み
に
耐
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
に
謹
し
み
て
哀
悼
の
こ
と

ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〇

三
九
二
二

三
九
二
三

二
八
七
〇

二
七

一
〇

三
四

一
七

三
三
七
八

一二
一
六
〇

三
〇
四
三

二
三
五
三

二
八
七
〇

一二
〇
六
二

三
九
三
五

三 二 二 四 四 二
七 二 七 〇 〇 二
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平成 8年度  決  算   書            平成 9年度

(収入の部)                 (単 位 :円 )(収入の部 )

収入 1,873,284-支出 1,718,521=154,763円 (9年度へ繰り越し)

積立金会計 7年度60,m円、8年度60,000円 合計120,llClll円 (郵便局定額貯金)

算 (案 )

(単位 :円 )

ヽ
）

化
財
や
ま
と
」
第
二
二
号
　
平
成
九
年
六
月

一
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文
在
　
一ν

護
協
会
　
代
表
者
／
土
松
新
逸

編

集

後

記

▼

「光
陰
矢
の
如
し
」
今
更
古
い
諺
を

引
き
出
し
て
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、

真
理
は
時
代
を
超
え
て
、
私
達
に
せ

ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
号
を
発

行
し
た
の
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
も
う

一
か
年
、
第
二
二
号
を
お
と
ど
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
咲
く
べ
き
花
は
咲
き
、
散
る
べ
き
花

は
散

っ
て
、
視
界
は

一
面
う
す
緑
の

若
葉
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
無
事
お
消
光
で
し
ょ
う

か
。
生
は
偶
然
、
死
は
必
然
と
、
ど

な
た
か
が
い
わ
れ
た
言
葉
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

▼
巻
頭
で
会
長
さ
ん
が
述
べ
て
お
ら
れ

る
よ

つヽ
に
、
昨
年
は
多
量
の
中
国
の

古
銭
が
発
見
さ
れ
て
、
中
世
室
町
時

代
の
経
済
状
況
の

一
端
が
知
ら
れ
、

郷
土
の
歴
史
の
解
明
に
大
き
な
手
が

か
り
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

を
始
め
町
民
の
方
々
に
見
て
い
た
だ

く
機
会
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
や
が
て
暑
さ
も
き
び
し
く
な
り
ま
す

会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
念
じ
て
後
記

と
し
ま
す
。

（五
月
下
浣
畑
中
記
）

印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

項 目 予 算 額 前年度予算額 増   減 摘   要

前年度繰越金 154,763 41,185 113,578

費 1,806,000 1,819,CICXl △ 13.OKXl

費 316.OCXl 329.030 △ 13 00Kl
正会員 2.∞0× 151

家族会員 1,ooO X 14

特 別 会 費 1,490,000 1,490,000 0

1帰研
''8000×

40

音泊研修28 1XD× 40

1員 会 251X× 20

補  助  金 80000 80000 0

寄  付  金 1,0∞ 1,000 0

諸  収  入 ∠ゝ578

合   計 2.042.000 1、942000 100000

項 目 予 算 額 決 算 額 増   減 摘   要

前年度繰越金 41 184 41 184

費 1,819,000 1,730,000 ∠ゝ 89000

〈
〓 費 329,000 320,000 ∠ゝ9,000

二会員 2.lXXl× 153

そ族会員l、 lllXl× 14

特 別 会 費 1,490,000 1,410,000 ∠ゝ80,000

]帰研

''8.llllll×

49

奇泊研1夕 25,000× 39

拐1微 収i,000× 2.∞ 0

1員 会 2.5∞ X16

補  助  金 80.000 80000

寄  付  金 1,OKXl 22,OЭ0 21_000

諸  収  入 100 ∠ゝ716

合   計 1.942.lDllll 1.873.284 ∠ゝ68,716
(支出の部)

項 目 予 算 額 前年度予算額 増  減 摘  要

議  費 120,000 120,000 0

1総 会 費 50 0ul 0

1役 員 会 費 70000 70,OCICl 0

業  費 1,765,000 1,665,llCICl 100,000

研 修 費 1.590.000 1,540,000 50,OCXl

日帰研修 320,lXXl

宿泊研修 1120,lXD

役員研修 150pЮ

会報発行費 75,OX10 75,000 0

事 業 費 100,000 50,000 50,000

事 務 局 費 6.000 5、KX10 1.∞0

堕 ユ登 2000 2,030 0

1通 信 費 3,000 2,Clk10 0

1旅 費 l.030 0

県 本 部 会 費 72.000 80,000 △8,OKXl

積  立  金 60,000 60,000 0 重要資料出版基金の積立

予  備  費 19,000 12,000 7,0∞

〈
ム 計 2,042,Klllkl 1,942.000 1∞ ,∞0

(支出の部)

項 目 予 算 額 決 算 額 増  減 摘   要

会 議  費 120,000 34,259 ∠ゝ84,741

1総 会 費 50,000 25.500 Zゝ24.500

1役 員 会 費 70000 8759 ′ゝ61241

業  費 1,665,CICIKl 1,546,607 ∠ゝ118,393

研 修 費 1.540,000 1,414,432 ∠ゝ 125,568

日帰研修■9.831

宿泊研修950.543

役員研修44058

750011 ∠ゝ4960

事 業 費 50,000 62,135 12,135

事 務 局 費 5,優Ю ∠ゝ3,910

|,肖 耗 品 費 2000 0 △2000

1聾 _f重 2,000 ∠ゝ910

1旅 費 1,0∞ ∠ゝ1,000

県 本 部 会 費 80.OCXl 72.000 ∠ヽ8,CX10

積  立  金 60.00Э 60000 0 重要資料出版基

予  備  費 12 αЮ 4,565 ∠ゝ7435
七日祭

'街

綽酒1,990

部上史談増婦12575

計 1,942,000 1,718,521 ∠ゝ223,479
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